
（１）「回想法」を通して生きる力を引き出し、一人一人が自分らしく生きることを支援すること。
（２）地域のつながり作りや世代間交流を促進すること。 
（３）活動に参加する会員の援助者としての成長や自己実現の機会となること。 
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過去の出来事に想いをめぐらし 語り合うことにより、脳を活性化し、また自分の過去を捉えな 
おす機会とし、生き生きとした自分をとり戻そうとするものです。 
現在、回想法は、介護予防、認知症予防、さらには街づくりに効果があると注目されています。

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 テーマ 内  容 

 

１回目 

個人回想法の方法 

現代生活史 

●個人回想法の実際（体験学習） 

●お年寄りの暮らした時代の理解 

2 回目 グループ回想法の方法① ●回想法を始める前の準備学習 

3 回目 グループ回想法の方法② ●回想法の開始から終わりまでの流れと、その進め方

４回目 回想法をやってみよう！！ グループ回想法の実際（体験学習） 

§ 創刊にあたって § 
 
かつて高齢者の昔語りや過去への回想は、ネガティブな行動として、否定的にとらえられてきました。

しかし､アメリカの精神科医ロバート・バトラーは、「高齢者の回想は、過去の未解決の課題を再度とらえ
直すことにもつながる」として、回想の積極的な効果を提唱しました。それ以降、アメリカやヨーロッパ
を中心に、「回想法」として高齢者支援の分野で発展してきました。 
『いそご回想法倶楽部』は、回想法の実践者育成のための“リーダー養成講座”を開催し、その卒業生

が継続的に回想法を学び、さらに地域で活動する仲間づくりを目指して、2007 年 3 月に誕生しました。 
その後、磯子区内の地域ケアプラザを拠点に、毎月定例会を開催し、学習を重ねて腕を磨きながら、福

祉施設や在宅の高齢者へ回想法を提供しています。現在は、｢想い出を語ることの楽しさ｣に魅了され、わ
いわいがやがやイキイキと活動しています。 
この度、「いそご回想法倶楽部」創立 2 周年を記念して、『心のふるさと便』～想い出語り～を発行いた

します。回想することの楽しさや、回想を通して語られるそれぞれの物語りを、皆さまにお伝えしていき
たいと考えています。どうぞ、ご期待下さい。 

代表 佐々美弥子 

 想い出語りを上手に聴く「回想法」のできる人を育成するための講座です。 
 ２００８年は根岸・屏風ヶ浦・新杉田各地域ケアプラザ・上中里センターで開催し、新しい仲間が

できました 



屏風ヶ浦地域ケアプラザでは、地域包括支援センターにおける地域支援事業のひとつとして、地域で生活

する軽度認知症の方を対象とした「想いでを語る会」を計画し、実施いたしました。 
 実施期間は平成 20 年 9 月３０日から 12 月 2 日までの、計 8 回行いました。参加者は地域包括支援センタ

ーの相談業務等で既に関わりのあった方を個別にお誘いし、7 名の方に参加いただきました。 
 実施にあたっては、「磯子回想法倶楽部」に協力をお願いし、特に３名のメンバーさんには、計画、準備段

階から参加していただき多大なる協力をいただきました。ありがとうございました。磯子区内では地域の方

を対象とした会は初めてでしたし、私自身も初めてのリーダー体験で不安のなかで始めましたが、毎回楽し

く最後まで終了できたのは、計画・準備段階からメンバーさんとともに作り上げた結果だと思っています。

 実施した効果としては、女性の参加者が友人関係となり、会終了後もお付き合い継続したり、デイサービ

スに繁がらなかった男性が人と交流する楽しさを感じてデイサービス利用に繁がったりと、私が予想してい

た以上の効果がありました。 
 反省点も多々ありますが、今後も地域の皆様に「回想法」の良さを知っていたくために活動をしていきた

いと思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。                     
    

誰しもが持っている「話す喜び」を「想い出」とい
うツールで発散させる、その方法論のすばらしさを
実感しています。   Ａ・Ｓ 

リラックスして心がオープンになる魔法のよ
うな回想法に魅了されてしまいました。
Ｋ Ｋ

自分を含めてこれから老いに向かって生きて
行く人にとても大切な物であることに気がつ
きました。 Ｋ・Ｉ 

高齢者の方に過去の思い出を話してもらった時、
その方の目や表情が生き生きとしてきたことに感激
を覚えました。Ｔ・Ｙ 

回想法の学びを機に、皆様の意欲に刺激さ
れながら、実践活動にも参加したいと思い
ます。  Ｙ・Ｔ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ご利用者の皆様が「想いで語り」をお話し合う交流の場を設け、５月～7 月の日曜日、7 回にわたり実施し
ました。 
 スッタッフは、「思い出語りをききます隊 養成講座」を修了の職員 2 名と、いそご回想法倶楽部のメンバ
ーで関わりました。 
 回を重ねていくうちに、だんだんグループとして打ち解けられ、生き生きした表情でお話をしてくださる方
や、他の方のお話を聴くほうが好きな方がいらっしゃったりと様々な様子がみられました。 

 また、只今１～３月にかけて、前回参加されなかった方を対象にグループを作り「想い出語り」の会を実施
中です。

《 想い出語りの内容 》
1 回目 自己紹介        ２回目 子供のころの思い出     
３回目 小学校時代の思い出   ４回目 家族の思い出    
５回目 戦後の思い出      ６回目 昭和 30 年～35 年の思い出 
７回目 結婚前後の思い出    ８回目 今までの楽しかった思い出 

屏風ヶ浦地域ケアプラザ 

地域包括センター 

坂口 律江 

◎ 老人保健センター「オアシス」にて、１０月１日から１１月１９日（週１回）にかけて８
回に渡り入所者を対象に回想法のメンバーで提供させていただきました。 

◎ １回限りの回想法を港南台中央ケアプラザにて３回実施  （８月１５日、１１月１９日、
２月１８日）


